
再評価結果（平成２０年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：下保 修

事業 一般国道 事業 国土交通省事業名 能越自動車道 一般国道470号 七尾氷見道路
な な お ひ み ど う ろ

区分 主体 北陸地方整備局

起終点 延長 28.1km石川県七尾市八幡～富山県氷見市大野
い し か わ け ん な な お し や わ た と や ま け ん ひ み し お お の

事業概要 「アクセス時間の短縮による物流の活性化・観光圏域の拡大 「災害に強いネットワークの」、

形成 「第三次医療施設へのアクセス向上 「高規格幹線道網の形成」などを目的とした、延長28.1km」、 」、

の高規格幹線道路の整備を行うものである。 ・

H8年度事業化 H10年度都市計画決定 H13年度用地着手 H15年度工事着手

全体事業費 1,472億円 事業進捗率 19％ 供用済延長 0km

計画交通量 8，900～16，200台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 898 / 1361 億円 2155 / 2155 億円(事業全体) １.６

事 業 費：795/1258 H19年億円 走行時間短縮便益：2108/2108億円

億円 走行経費減少便益： 32/32 億円(残事業) 2.4 維持管理費：103/ 103

交通事故減少便益： 16/16 億円

感度分析の結果 残事業Ｂ／Ｃによる感度分析を実施

交通量( )2.2～2.7、事業費( )2.2～2.6、事業期間( )2.2～2.5、割引率( )2.0～3.0±10% ±10% ±2年 ±1%

事業の効果等

・現道等の渋滞損失時間を削減・新幹線駅へのｱｸｾｽ向上・当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路

で連絡するルートを形成・三次医療施設へのアクセス向上・緊急輸送道路の代替路線を形成

関係する地方公共団体等の意見

・能越自動車道建設促進期成同盟会・能越自動車道商工観光懇談会・能登総合開発促進協議会

・能越自動車道七尾区間建設促進協議会・能越自動車道能登区間建設促進協議会が早期整備を要望

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・能登空港の開港・能越自動車道のうち、当該路線と連続する氷見ＩＣから小矢部砺波ＪＣＴ間について

は既に供用済み(氷見IC～高岡IC間は暫定2車線供用）

事業の進捗状況、残事業の内容等

・用地買収については約56％完了

・L=28.1kmの4車線整備(用地買収、工事）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・平成20年代の全線暫定2車線供用を目途

施設の構造や工法の変更等

・新技術、コンクリート構造物の大型化、プレキャスト製品の積極的な活用、建設発生土の有効活用、再

生材を利用した舗装・路盤工の活用等により、コスト縮減を考慮している。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由 ・高規格道路網の形成、渋滞損失の削減、災害時の迂回路確保、三次医療施

設へのアクセス向上等期待される効果は大きく、投資効率性も確保されている。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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